
　　  平成３１年度全国学力・学習状況調査
　　  柏原市における結果の概要について

　　                柏原市教育委員会



１．調　査　目　的

　　●　義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の

　　　学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

　　●　学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

　　●　そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

２．調査対象学年

　　小学校第６学年児童及び中学校第３学年生徒

３．調　査　内　容

　　（１）教科に関する調査（小学校・・・国語、算数）（中学校・・・国語、数学、英語）

　　（２）生活習慣や学校環境に関する質問紙調査

　　（３）児童生徒に対する調査

　　（４）学校に対する調査

　※調査問題については以下の国立教育政策研究所のホームページ内に掲載されています

【全国学力・学習状況調査の概要】

http://www.nier.go.jp/19chousa/19chousa.htm

※今年度からA問題（主に知識）、B問題（主に活用）と区分されずに調査問題
が 一体化された。

http://www.nier.go.jp/19chousa/19chousa.htm


小学校 中学校

※単位（％） ※単位（％）

柏原市
（正答率）

大阪府
（正答率）

全国
（正答率）

柏原市
（正答率）

大阪府
（正答率）

全国
（正答率）

国語 62 60 63.8 国語 70 70 72.8

算数 67 66 66.6 数学 58 58 59.8

英語 54 56 56

←

小学校は、平成27年度以降、上昇傾向にあり全国比に近づいている。中学校は、横ばい推移していた状態から
昨年度低くなったが、今年度は過去5年間で最も高くなった。同一児童生徒集団による経年比較では、平成26年
度より中学校入学以降、正答率は向上していることがわかった。特に今年度は２％の向上と成果が現れている。

平成３１年度全国学力・学習状況調査結果（全体１）

※全調査（不定期実施の理科と英語を除く）を総合した平均正答率を算出
し、全国の平均正答率を１として表したもの

小学校において、国語は全国平均を下回ったが、大阪府平均は上回った。算数は僅差ではあるが全国・大阪府
ともに上回った。
中学校において、国語・数学については、大阪府平均と同値となったものの全国よりは下回っている。英語につい
ては、全国平均及び大阪府平均ともにやや下回る結果となった。

（左記グラフの見方について）
H25-H28・・・平成25年度の小学第6学年を青、その児
童が中学第３学年になった平成28年度を赤で示してい
る。

今年度の結果

５年間推移（全国比）

H27 H28 H29 H30 H31

総合 0.92 0.95 0.97 0.99 0.99
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0.96

0.98
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小学校

H25-28 H26-29 H27-30 H28-31

小 0.99 0.95 0.92 0.95

中 0.96 0.96 0.93 0.97
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1.00

同一児童生徒集団経年比較

H27 H28 H29 H30 H31

総合 0.96 0.96 0.96 0.93 0.97

0.90

0.92

0.94

0.96

0.98

1.00

中学校
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平成３１年度全国学力・学習状況調査結果（全体２）

　小学校においては、正答率40%以下の割合が減少傾向、正答率80%以上の割合が上昇傾向にあり、今年度はど
ちらも全国値と同等になった。中学校においては、正答率40%以下の割合が減少傾向。正答率80%以上の割合
は、この５年大きな変化はない。
　同一児童生徒集団での経年比較では、正答率40%以下の割合は中学校入学後、さらに減少し、正答率80%以上
の割合は中学入学後に上昇しており、「書く力の育成」をねらった取組み等の成果が表れている。

※柏原市内における正答率４０％以下（低位層）・８０％以上（上位層）の児童生徒の割合を算出し、全国の割合を１として表したもの

H27 H28 H29 H30 H31

正答率40%以下 1.32 1.19 1.06 1.05 1.00

正答率80%以上 0.77 0.82 0.92 0.96 1.00
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小学校

H26-29 H27-30 H28-H31

小 1.32 1.32 1.19

中 1.29 1.22 1.16

0.70
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0.90

1.00
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1.40

正答率40%以下(同一児童生徒集団経年

比較)

正答率40%以下・80%以上の児童生徒割合の推移（全国比）

H27 H28 H29 H30 H31

正答率40%以下 1.52 1.22 1.29 1.22 1.16

正答率80%以上 0.93 0.87 0.90 0.82 0.91
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中学校

H26-29 H27-30 H28-H31

小 0.89 0.77 0.82

中 0.90 0.82 0.91
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0.80
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1.00
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正答率80%以上(同一児童生徒集団経年

比較)
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小学校国語

柏原市 大阪府 全国

14 62 60 63.8

3 70.4 68.8 72.3

3 53.9 52.9 54.5

3 81.5 79.3 81.7

5 51.5 48.2 53.5

3 56.8 53.4 57.6

3 70.4 68.8 72.3

3 53.9 52.9 54.5

3 81.5 79.3 81.7

5 51.5 48.2 53.5

7 74.4 73.3 75.1

4 45.9 42.8 48.7

3 56.8 53.4 57.6

※　○印：成果　　▼：課題

分類 区分
対象
設問

数(問)

全国、大阪府と概ね近い分布傾向にある。

正答率 ＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞

全体

学習指導要領の領域等

話すこと・聞くこと

評価の観点

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

○「全体」「領域」「評価の観点」「問題形式」のすべてにおいて、全国の平均正答率には及ばなかったものの、大阪府の平均正答
率は上回る結果となった。

▼「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の領域について大阪府を３％以上上回ったが、全国と比較すると、２％下回っ
た。

問題形式

選択式

短答式

書くこと

読む能力

言語についての知識・理解・技能

記述式

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する
事項

該当なし

良好な領域 課題のある領域

◆大阪府の平均正答率と比較して、２％以上高い
領域を「良好な領域」、２％以上低い領域を「課題の
ある領域」としている。

問題別調査結果

正答数分布

問題別調査結果

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

20%

22%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問

柏原市
大阪府（公立）
全国（公立）

話すこ

と・聞

くこと

書くこ

と

読むこ

と

伝統的

な言語

文化と

国語の

特質に

関する

事項

柏原市 大阪府

全国

学習指導要領の領域について
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小学校国語

★学習指導にあたって★
「文と文との意味つながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書くことができる力の育成」

　読み手にわかりやすい文章で書くことの一つに、一つの長さを意識して、長くて伝わりにくいと感じた文は適当な長
さの複数の文に分けて書くことが挙げられる。その際、接続語を適切に用いることで、前後の文の意味のつながりを
明確にすることができる。

　具体的には、自分の書いた文章を、文の長さという点に注目して読み返し、書き直す学習が考えられる。そして、
書き直す前と後の文を比べ、接続語を使って複数の文に分けてことで、伝えたいことがより明確になったという実感
をもつことができるようにさせたい。また国語科に限らず、様々な教科や場面で指導者が意識することが大切であ
る。

　正答率については、本市が41.5%、大阪府が40.1%、全国が47.8%であった。

思
い
ま
し
た

。
　
そ
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で

、

わ
た
し
は

、

正
答

小学校国語で課題の見られた設問
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小学校算数

柏原市 大阪府 全国

14 67 66 66.6

7 65.2 63.4 63.2

3 50.4 52.0 52.9

2 74.8 76.0 76.7

7 68.6 68.3 68.3

0 - - -

8 61.4 61.9 62.2

4 74.6 73.2 73.6

2 71.6 70.9 70.1

5 74.9 75.7 75.7

5 74.8 73.1 72.8

4 46.1 46.4 47.4

※　○印：成果　　▼：課題

評価の観点

算数への関心・意欲・態度

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識・理解

全国・大阪府の正答数分布と比較的近い分布傾向である。

選択式

短答式

記述式

問題形式

○全体の正答率について、全国・大阪府を上回る結果となった。

▼「図形」「数量関係」の領域について、全国及び大阪府より下回っている。
▼評価の観点では「数学的な考え方」について、全国及び大阪府より下回っている。

良好な領域

該当なし

課題のある領域

該当なし ◆大阪府の平均正答率と比較して、２％以
上高い領域を「良好な領域」、２％以上低い
領域を「課題のある領域」としている。

量と測定

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞対象
設問

数(問)

正答率

全体

学習指導要領の領域

数と計算

分類 区分

図形

数量関係

問題別調査結果

正答数分布

問題別調査結果

正答数分布

数と計算

量と測定

図形

数量関係

柏原市 大阪府

全国
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学習指導要領の領域について
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小学校算数

正答

★学習指導にあたって★
「図形の性質や構成要素に着目して、基本的な平面図形を組み合わせて構成した図形を考察することができる力の
育成」

　具体物を操作しながら図形を構成したり分解したりして、図形についての見方や感覚を豊かにすることが重要であ
る。その際、図形の性質や構成要素に着目して考察することが大切である。
　指導にあたっては、本設問のように、二つの合同な図形を組み合わせてできる図形を判断する活動が考えられる。
その際、図形の中に二つの合同な図形に分けることができる線を見いだすことができるようにすることが大切であ
る。その上で、見いだした線をもとに、二つの合同な図形に分けることができることを、図形の性質や構成要素に着
目して説明することができるようにすることが大切である。

　正答率については、本市が55.7%、大阪府が59.2%、全国が60.3%であった。特に選択肢３を選択できていない児童
が多い。５年生において台形の面積の公式を理解する中で、以上のような学習指導にあたっての工夫をする必要が
ある。

１．３．４

小学校算数で課題の見られた設問
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中学校国語

柏原市 大阪府 全国

10 70 70 72.8

3 67.8 66.9 70.2

2 80.9 80.2 82.6

3 68.4 69.2 72.2

2 66.5 65.8 67.7

3 72.2 72.6 76.5

3 67.8 66.9 70.2

2 80.9 80.2 82.6

3 68.4 69.2 72.2

2 66.5 65.8 67.7

6 71.7 71.4 73.6

1 56.7 54.2 56.8

3 72.2 72.6 76.5

※　○印：成果　　▼：課題

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞

◆大阪府の平均正答率と比較して、２％以
上高い領域を「良好な領域」、２％以上低い
項目を「課題のある領域」としている。

読むこと

○全体の正答率は、全国を下回っているものの、大阪府と同等の結果になった。
○同一児童生徒集団での経年比較では「書くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」について向上した。

▼「読むこと」の領域について、全国や府と比べて差があり、また同一児童生徒集団での経年比較でも課題が見られた。

全国・大阪府と比較した際に、８問と１０問の正答数が下回っている傾向にあり、上位層が少ないことがわかる。中間層（正答数４
～７問）に関しては概ね全国・大阪府を上回っている傾向にある。

分類

話す・聞く能力

正答率

読む能力

区分
対象
設問

数(問)

全体

学習指導要領の領域等

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

書く能力

国語への関心・意欲・態度

良好な領域

話すこと・聞くこと

書くこと

該当なし

課題のある領域

該当なし

言語についての知識・理解・技能

問題形式

選択式

短答式

記述式

評価の観点

問題別調査結果

正答数分布

全体
話すこと・

聞くこと
書くこと 読むこと

伝統的な

言語文化

と国語の

特質に関

する事項

H28（小AとBの平均） 0.96 0.96 0.96 0.96 0.95

H31（中） 0.96 0.97 0.98 0.95 0.98
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0.98
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1.02
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柏原市

大阪府（公立）

全国（公立）

学習指導要領の領域について

【全国比】同一児童生徒集団経年比較（H28-H31）
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中学校国語

　

★学習指導にあたって★
「話し合いの話題や方向を捉え、自分の考えを持つことができる力の育成」

　話し合いをする際には、話題や方向を適確に捉え、自分の考えを持ちながら参加するように指導することが大切で
ある。

　具体的には、小学校での学習を踏まえ、司会の進め方や記録の仕方などを確認した上で、実際に記録をとりなが
ら話し合いを行うなどの学習活動が考えられる。その際、話し合いの途中で、それぞれの発言の仕方について留意
すべき点を確認したり、めざしている到達点に向けて取り上げる話題をどのように絞り込めばよいかについて考えた
りするなど、話し合いの仕方を見直しながら進めるように指導することも効果的である。

　　正答率については、本市が56.1%、大阪府が56.0%、全国が60.4%であった。また無解答率は11.3%（大阪府は同値、
全国は8.9％）と最も高く課題のある設問だった。国語科だけでなく、学級会などの特別活動、他教科等でも意識して
取り組む必要がある。

正答例

・校内にある「土足禁止」という掲示物の表現をどのように直すのかについてです。私は、
文化祭に　来てくださる方に対しては、「ここで靴を脱いでお上がり下さい。」のように直す
とよいと思います。皆さんはどう思いますか。

・「土足禁止」という表現をどのように直すのかについては、「土足のまま上がることは禁止
しています。」とするのが良いと思います。

・校内にある「土足禁止」という掲示物の表現をどのように直すのかが決まっていません。
「禁止」を言い換えた言葉を一人ずつ挙げてみませんか。

中学校国語で課題の見られた設問
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中学校数学

柏原市 大阪府 全国

16 58 58 59.8

5 62.7 62.6 63.8

4 71.0 71.3 72.4

3 37.5 39.6 40.8

4 53.8 53.8 56.3

0 - - -

8 49.4 49.7 51.0

3 60.3 62.2 63.9

5 69.8 69.5 71.3

5 59.6 59.1 60.3

7 64.0 64.9 66.6

4 44.8 45.7 47.1

※　○印：成果　　▼：課題

全国・大阪府の正答数分布と比較的近い分布傾向であり、下位層（正答数３問以下）がやや多い。

○全体の正答率は、全国を下回っているものの、大阪府と同等の結果になった。
○同一児童生徒集団での経年比較では、全体的に伸びが見られ、特に「数学的な見方や考え方」の観点において大きく向上して
いる。

▼「関数」の領域について、府や全国との差があり、課題である。
▼同一児童生徒集団での経年比較では、「数学的な技能」の観点において、小学校時と比較した際に乖離が見られた。

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

問題形式

記述式

良好な領域

該当なし

課題のある領域

評価の観点

数学への関心・意欲・態度

分類 区分
対象
設問

数(問)

関数 ◆大阪府の平均正答率と比較して、２％以
上高い領域を「良好な領域」、２％以上低い
項目を「課題のある領域」としている。

正答率

短答式

選択式

全体

学習指導要領の領域

数と式

図形

関数

資料の活用

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞

問題別調査結果

正答数分布

全体
見方や考え

方
技能

数量や図形

などについて

の知識・理解

H28（小AとBの平均） 0.95 0.91 0.97 0.96

H31（中） 0.97 0.97 0.94 0.98

0.90

0.92

0.94

0.96

0.98

1.00

1.02

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

20%

22%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問11問12問13問14問15問16問

柏原市

大阪府（公立）

全国（公立）

学習指導要領の領域について

【全国比】同一児童生徒集団経年比較（H28-H31）

数と式

図形

関数

資料の

活用

柏原市

大阪府

全国
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中学校数学

1

★学習指導にあたって★
「代表値の必要性と意味を理解し、代表値をもとめることができる力の育成」

　目的に応じてデータを収集して整理し、資料の傾向を読み取る活動を取り入れ、資料の代表値
を求めることができるように指導することが大切である。

　具体的には、本設問のように「図書だよりにまとめる」という目的意識のもと、「全校生徒の１か
月間に読んだ本の冊数」のデータを収集し表やヒストグラム（次問）などに表し、代表値を用いて
資料の傾向を説明する場面を設定することが考えられる。その際「最頻値」の意味を「何冊読ん
だ人が一番多いかを冊数で表すもの」という具体の場面に照らし合わせて理解させることが重要
である。

　正答率については、本市が52.3%、大阪府が53.3%、全国が57.9%であった。また無解答率は13.7%
（大阪府は13.3％、全国10.6％）である。解答類型を見てみると、正答以外は各類型に散らばって
おり、「最頻値」の意味を理解することができていない生徒が多いことがわかる。

　また、「代表値」については次年度学習指導要領改訂において、小学校６年生の内容に新設さ
れており、上記のような指導の工夫を小学校段階から行う必要がある。

正答

中学校数学で課題の見られた設問
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中学校英語

柏原市 大阪府 全国

21 54 56 56.0

7 66.7 66.8 67.9

6 53.1 55.3 55.6

8 43.6 47.4 45.8

0 - - -

1 1.3 1.9 1.8

6 42.1 44.2 44.7

14 62.9 65.1 64.7

13 70.0 70.7 71.4

5 41.5 47.7 45.2

3 5.7 7.0 6.8

※　○印：成果　　▼：課題

※「話すこと」は，結果の集計・提供は行われず

学習指導要領の領域

読むこと

書くこと

問題形式

評価の観点

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

外国語表現の能力

大阪府や全国に比べて中～上位層（正答数11問～１８問）の割合が低い傾向にある。

○「聞くこと」については、府平均とほぼ同値である。

▼「全体」「領域」「評価の観点」「問題形式」のすべてにおいて、全国及び大阪府の平均正答率をやや下回る結果となった。
▼特に「読むこと」「書くこと」の領域については、大阪府や全国から２％以上の差が出ている。

良好な領域

該当なし

課題のある領域

読むこと

書くこと
◆大阪府の平均正答率と比較して、２％以
上高い領域を「良好な領域」、２％以上低い
項目を「課題のある領域」としている。

　全体

分類 区分
対象設
問数
（問）

＜学習指導要領の領域等の平均正答率の状況＞

聞くこと

話すこと（※）

記述式

平均正答率(％)

外国語理解の能力

言語や文化についての知識・理解

選択式

短答式

問題別調査結果

正答数分布

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

18%

20%

22%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問 18問 19問 20問 21問

柏原市

大阪府（公立）

全国（公立）

聞くこ

と

話すこ

と

（※）

読むこ

と

書くこ

と

柏原市 大阪府

全国
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中学校英語

正答例

 ①　She is from Australia.
       She comes from Australia.

 ②　She lives in Rome.

 ③　She doesn’t have any pets.
       She has no pets.

★学習指導にあたって★
「語と語のつながりなどに注意して正しく文を書くことができる力の育成」

　言語材料を正しく用いて、伝えたい内容が読み手に伝わるように正確に文に書くことができるように指導することは
大切である。その際、特定の言語材料のみを用いて文を書かせるだけではなく、コミュニケーションの目的や場面、
状況のある言語活動において、様々な個別の知識を活用させて文を書かせることを授業の中に位置づける必要が
ある。

　つまり、生徒に文法規則を書かせたり、説明させたりするだけでは文法を十分に理解しているとは限らず、「文法は
コミュニケーション能力の基礎となるもの」ととらえ、実際のコミュニケ―ションにおいて、その文法事項を用いて正しく
英語で表現できたときに「生きて働く知識」を有していると考えなければならない。新学習指導要領では、文法の指導
事項にあたって、「コミュニケーションの目的を達成する上でいかに文法が使われているかに着目させ、言語活動と
効果的に関連付けて指導することが大切である」とされている。これらのことを踏まえて授業改善を進めていくことが
重要である。

　特に①に課題があり、正答率については、本市が44.2%、大阪府が55.4%、全国が53.5%であった。また無解答率は
13.7%（大阪府は11.1％、全国9.3％）である。

中学校英語で課題の見られた設問
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「書く力の育成」（H28～H30）を重点項目とした3年間の検証

「書く力の育成」を重点項目に取組み始める前年度の平成27年度と、取組みをした３年間を経た今年度の結果を比較した。小
中学校ともに無解答率が減少している。特に小学校では、「書くこと」に対する抵抗感の減少や、最後まで問題を解こうとする意
欲の向上等、取組みの成果が表れた。

平成28年度より、「書く力」を市のテーマと位置付けて取り組んだ３年間を経たグラフである。小学校については、平成29年度よ
り大阪府を上回る結果となり成果が出ている。中学校については、昨年度に平成27年度よりも更に下回る結果となったが今年
度は上回り、全体的に向上傾向にある。

小,中学校ともに向上傾向にあり、特に小学校では「書く力」の育成に対する成果が出ていると思われる。

無解答率の推移

「記述式」問題における正答率（大阪府比）の推移

「書くこと」の領域における正答率（大阪府比）の推移

H27 H28 H29 H30 H31

柏原市 0.97 0.99 1.07 1.02 1.02

0.92

0.94

0.96

0.98

1.00

1.02

1.04

1.06

1.08

小学校

大阪府

「書く力の育成」を重点項目に取り組んだ

３年間

H27 H28 H29 H30 H31

柏原市 0.98 1.01 1.01 0.97 1.01

0.92

0.94

0.96

0.98

1.00

1.02

1.04

1.06

1.08

中学校

大阪府

「書く力の育成」を重点項目に取り組んだ

３年間

H27 H28 H29 H30 H31

柏原市 0.90 0.98 1.02 1.03 1.03

0.86

0.88

0.90

0.92

0.94

0.96

0.98

1.00

1.02

1.04

1.06

1.08

1.10

小学校

「書く力の育成」を重点項目に取り組

んだ

３年間

大阪府

H27 H28 H29 H30 H31

柏原市 0.97 0.96 0.95 0.90 0.99

0.86

0.88

0.90

0.92

0.94

0.96

0.98

1.00

1.02

1.04

1.06

1.08

1.10

中学校

「書く力の育成」を重点項目に取り組

んだ

３年間

大阪府

H27 H28 H29 H30 H31

市 6.9 7.8 7.0 7.2 5.9

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

中学校

「書く力の育成」を重点項目に取り組んだ

３年間

H27 H28 H29 H30 H31

市 7.1 5.6 4.2 4.1 3.9

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

小学校

「書く力の育成」を重点項目に取り組んだ

３年間

（％） （％）
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☆下記のように回答している児童生徒の方が、教科の平均正答率が高い傾向が見られる。

①主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況

・学級の友達と〔生徒〕の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていると思う
・授業で学んだことを，ほかの学習に生かしている
・総合的な学習の時間では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表するなどの学習活動に取り
組んでいると思う
・学級生活をよりよくするために学級会〔学級活動〕で話し合い，互いの意見のよさを生かして解決方法を決めている
と思う
・学級活動における学級での話合いを生かして，今，自分が努力すべきことを決めて取り組んでいると思う
・５年生まで〔１，２年生のとき〕に受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいたと思う
・５年生まで〔１，２年生のとき〕に受けた授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，資
料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していたと思う

②挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感等

・自分にはよいところがあると思う
・先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う
・先生は，授業やテストで間違えたところや，理解していないところについて，分かるまで教えてくれていると思う
・ものごとを最後までやり遂げて，うれしかったことがある
・学級みんなで話し合って決めたことなどに協力して取り組み，うれしかったことがある
・学校に行くのは楽しいと思う
・学校のきまり〔規則〕を守っている
・いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思う
・人の役に立つ人間になりたいと思う

③地域や社会に関する調査関連

・今住んでいる地域の行事に参加している
・地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある
・外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思う
・日本やあなたが住んでいる地域のことについて、外国の人にもっと知ってもらいたいと思う

質問紙調査のクロス分析（文部科学省報告書より）

児童質問紙（全国基準） 生徒質問紙（全国基準）

［小　　　学　　　校］ ［中　　　学　　　校］

※全国平均は破線部分、柏原市平均は色つき部分
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アンケート結果　１　（―児童・生徒質問紙調査より―）

※特記事項を除き、横棒グラフの左から「あてはまる」、「どちらかといえば，あてはまる」、「どちらかといえば，あてはまらない」、「あてはまらない」と表記している。

平均正答率が高い傾向のある質問
（クロス分析より）

主体的・対話的で深い学びの視点

地域との関連

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ３０）

柏原市（Ｈ３１）

全国

小学校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ３０）

柏原市（Ｈ３１）

全国

中学校

自尊感情 等

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ３０）

柏原市（Ｈ３１）

全国

小学校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ３０）

柏原市（Ｈ３１）

全国

中学校

自分には，よいところがあると思う。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ３０）

柏原市（Ｈ３１）

全国

小学校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ３０）

柏原市（Ｈ３１）

全国

中学校
今住んでいる地域の行事に参加していますか。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ３０）

柏原市（Ｈ３１）

全国

小学校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ３０）

柏原市（Ｈ３１）

全国

小学校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ３０）

柏原市（Ｈ３１）

全国

中学校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ３０）

柏原市（Ｈ３１）

全国

中学校

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところにつ

いて、わかるまで教えてくれていると思いますか。

これまでに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく

伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していたと思いますか。

これまでに受けた授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んだと思いますか。
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アンケート結果　２　（―児童・生徒質問紙調査より―） 学習習慣

１．文部科学省による平均正答率が高い傾向が見られる質問事項(学力との相関関係のある質問)について

○「主体的・対話的で深い学びの視点」の質問に対して、肯定的回答をしている児童・生徒が昨年度から小中学校ともに増加し
ており、全国平均にせまってきている。求められている授業力向上について、徐々に意識することができていることがわかる。

○「先生は授業やテストで間違えたところや理解できなかったところをわかるまで教えてくれますか。」に肯定的回答をしている
児童・生徒が小中学校ともに大幅に増加している。教師が児童・生徒の「個に応じたきめ細やかな指導」に取り組んでいること
がわかる。

▼「自分にはよいところがある」と回答した割合が小学校では昨年度から増加。全国平均を上回ったが、一方で中学校ではや
や減少、全国平均を下回った。

２．学習習慣について
▼学校の授業以外での勉強時間が30分より少ないまたは学校の授業以外で勉強を全くしない児童・生徒の比率が全国より高
く、学習習慣が確立していないと考えられる。過去5年間を比較すると、学校の授業以外での勉強時間が30分より少ないまたは
全くしない児童生徒の比率が、昨年度まで減少していて改善傾向だったが、今年度は小中学校ともにやや増加している。

学習習慣

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

全国

小学校

3時間以上 2時間以上，3時間より少ない

1時間以上，2時間より少ない 30分以上，1時間より少ない

30分より少ない 全くしない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

全国

中学校

3時間以上 2時間以上，3時間より少ない

1時間以上，2時間より少ない 30分以上，1時間より少ない

30分より少ない 全くしない

学校の授業以外の平日１日当たりの勉強時間

学習習慣（Ｈ２７年度～Ｈ３１年度）

学校の授業以外の平日１日当たりの勉強時間が「３０分より少ない」または「全くしない」児童・生徒の割合

22.4
23.1

19.8

22.3

16 16.2

12.7
12.1 11.9

11.3

9.9 9.9

0%

5%

10%

15%

20%

25%

H26 H27 H28 H29 H30 Ｈ３１

小学校

柏原市

全国

25.6 25.6

22.5

23.8

20.1

22.8

13.9 13.9
14.4

13.2 12.8 12.8

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

H26 H27 H28 H29 H30 H31

中学校

柏原市

全国
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アンケート結果　３　（―児童・生徒質問紙調査より―）　※「英語」は中学校調査のみ 各教科

※特記事項を除き、横棒グラフの左から「あてはまる」、「どちらかといえば，あてはまる」、「どちらかといえば，あてはまらない」、「あてはまらない」と表記している。

　　　※Ｈ３０年度は調査項目がないため、Ｈ２９年度と比較

※中学校、Ｈ３１年度のみ

国語

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ２９）

柏原市（Ｈ３１）

全国

小学校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ２９）

柏原市（Ｈ３１）

全国

中学校国語の勉強が好き

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ２９）

柏原市（Ｈ３１）

全国

小学校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ２９）

柏原市（Ｈ３１）

全国

中学校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ３０）

柏原市（Ｈ３１）

全国

小学校

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市（Ｈ３０）

柏原市（Ｈ３１）

全国
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国語の授業内容はよく分かる
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英語の勉強は好きですか。
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英語の授業はよく分かりますか。

英語

算数・数学の授業内容はよく分かる
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これまでの授業では、英語を読んで、概要や要点をとら

える活動が行われていたと思いますか。
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これまでの授業では、聞いたり読んだりしたことについ

て、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英

語で書いたりする活動が行われていたと思いますか。

算数・数学 ※H30年度と比較

算数・数学の勉強が好き
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アンケート結果　４　（―児童・生徒質問紙調査より―） ＩＣＴ、読書について

※特記事項を除き、横棒グラフの左から「あてはまる」、「どちらかといえば，あてはまる」、「どちらかといえば，あてはまらない」、「あてはまらない」と表記している。

３．各教科について

○小・中学校の「国語」「算数・数学」ともに「勉強が好き」「授業内容がよく分かる」という質問に対して肯定的回答をした児童・
生徒が昨年度(国語については平成２９年度)より上昇し、概ね全国平均と同等の結果が出ている。

○中学校英語については、「勉強が好き」という質問に対しての肯定的回答が全国平均よりやや下回ったが、「授業内容がよく
分かる」という質問に対して肯定的回答は全国平均と同等の結果であった。

▼中学校英語について、「授業がよく分かる」が全国平均と同等である一方、授業の「活動内容」の具体についての回答は、全
国平均を下回っている。これは今求められている「授業づくり」について課題があることがわかる。

４．ＩＣＴ、読書等について

▼これまでの「ＩＣＴ活用」について課題が見られた。現在行っているＩＣＴの整備及びその授業づくりについて取組みを進めること
で、改善を期待したい。

▼「新聞を読まない」児童・生徒について、昨年度よりも増加している。

ＩＣＴについて
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これまでの授業で、コンピュータなどのＩＣＴを

どの程度使用しましたか。
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授業でもっとコンピュータなどのＩＣＴを

活用したいと思いますか。
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２時間以上 １時間～２時間 ３０分～１時間

１０分～３０分 １０分以下 全くしない
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ほぼ毎日 週１～３回 月１～３回 全く読まない
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ほぼ毎日 週１～３回 月１～３回 全く読まない

新聞を読んでいる

読書等
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中学校

２時間以上 １時間～２時間 ３０分～１時間

１０分～３０分 １０分以下 全くしない

学校の授業時間以外に、平日、１日当たりどれくらいの時間、

読書をしますか。

平成３１年度全国学力・学習状況調査結果　１８



○これまでの柏原市及び教育委員会の教育計画

平成２３年 「第４次柏原市総合計画」策定

平成２６年 「柏原市教育振興基本計画」策定

平成２８年 「かしわらっ子はぐくみプラン（第１期柏原市学力向上３ヵ年計画）策定

平成２９年 「柏原市教育振興基本計画（改訂版）」策定

平成３１年 「かしわらっ子はぐくみプラン（第２期柏原市学力向上３ヵ年計画）策定

上記の「柏原市教育振興基本計画（改訂版）」と「かしわらっ子はぐくみプラン（第２

期柏原市学力向上３ヵ年計画）」において、その成果指標として、「平均正答率と正

答率４０％以下及び８０％以上を全国並みにする」としました。

○本年度の結果
①平均正答率（全国を１．００として）

②正答率４０％以下及び８０％以上の経年変化については２ページを参照

【評価】

小学校では算数において目標値を達成した。中学校数学について昨年度より伸び

が見られ、国語については小中ともにまだ全国平均とは開きがある。正答率４０％

以下の割合、８０％以上の割合においては中学校は徐々に目標値にせまっており、

小学校は目標値を達成した。

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１(Ｒ１) 目標値

Ａ 0.92 0.96 0.98 0.99

Ｂ 0.90 0.96 0.92 0.97

Ａ 0.96 0.96 0.99 0.99

Ｂ 0.89 0.93 0.96 0.99

Ａ 0.98 0.97 0.97 0.97

Ｂ 0.99 0.96 0.94 0.93

Ａ 0.94 0.97 0.98 0.94

Ｂ 0.92 0.94 0.94 0.87

※Ｈ３１（Ｒ１）年度からＡとＢが一体化。理科と英語は３年ごとの調査なので省く。
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算数
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1.01
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○「かしわらっ子はぐくみプラン（第２期柏原市学力向上３ヵ年計画）」につ

いて

「かしわらっ子はぐくみプラン」では、今年度より「すべての子どもたちに確かな学力を！！

～教育委員会・学校・家庭が連携した取組の推進～」を目標に、柏原市では新たに平成３１年度よ

り学力向上に向けて、３つのテーマと７つの取組みを進めていきます。以下には今年度の全国学

力・学習状況調査から課題等の見られた内容についての取組みをまとめます。

１．繋がりのある学び

取組②：「書く力」や「読み取る力」の向上を図る「わかる授業」づくり

・「記述式」問題に向けた授業づくり研修の実施

・各校の授業研究会等での指導助言

・ルーブリック等の研究・作成に向けた助言

取組③：英語教育の推進

・英語教育推進委員会を中心に、系統だった年間研修計画の立案と実施

・外国語教育の研修の充実

・ＡＬＴの配置

２．ビジョンのある研修

取組④：研修の充実・推進（ＩＣＴを活用した授業づくりの研修を含む）

・新学習指導要領の趣旨に沿った「主体的・対話的で深い学び」の推進を図る

研修の充実

・経験の浅い教員を対象とした「フレッシュ研修」の実施

・ＩＣＴ機器の整備及び活用に関する研修の実施

・ＩＣＴ活用推進委員会及びＩＣＴ教育推進リーダー会議の設置・運営

３．広がりのある連携

取組⑥：家庭学習習慣の定着

・学校や家庭に向けた啓発

取組⑦：読書習慣の定着

・学校司書の配置と学校図書館支援指導員の派遣

・市立図書館との連携

・「子ども読書活動推進計画」の啓発
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○教育委員会としての今後の取組み
・教員の指導力育成のために、教員が当事者意識を持ち、主体的に参加できる研修を企画・運営して

いく

・特に全国学力・学習状況調査問題や結果をもとにした授業改善についての研修を進める

・効果的な研修を精選して行い、教員が子どもと向き合う時間を確保する

・優れた実践をしている教員による研修や公開授業をとおして、経験の浅い教員にも高い指導技術を

習得できるようにする

・経験年数の多い先輩教員の授業参観及び、協議に参加（年３回）

・学校公開にて、授業の参観及び取組み報告会に参加（年３回）

・「書く力の育成」「書くための読む力の育成」をねらった具体的な施策の提案及び実施をしていく

・幼小中一貫教育をより一層推進し、系統性・連続性のある学びの研究を進める

・家庭学習習慣の定着に向けた取組みの好事例を収集し、学校や保護者に啓発していく

・スマートフォンやＳＮＳについて安全な使い方やリスクを学べる研修を実施する

○学校における今後の取組み
・教員全員が指導力向上と授業改善が進むよう、校内研修や授業研究会を充実させる

・特に全国学力・学習状況調査の分析結果を、授業改善や各取組みに活かす

・教科横断的に「書く」機会を多く設け、組織的に「書く活動」の充実を図る

・道徳教育や人権教育を中心に、自他ともに大切にし、思いやりや優しさが育まれる心の教育を

充実させる

・各校区で幼小中の教員や子どもたちの交流を充実させ、１１年間の連続した視点での指導を

確立させる

・英語教育推進教員を中心に、中学校における英語、小学校における外国語教育を充実させる

・ＩＣＴ教育推進リーダーを中心に、ＩＣＴを活用した教育を充実させる

・各学校の部活動の在り方に関する方針に則り、子どもに適切な休業を確保しながら基本的生活習

慣の確立を図る

○家庭にお願いすること
① 基本的生活習慣の定着

・決まった時間に寝起きしてリズムを意図的につくる

・体温のリズムやホルモンのバランスが崩れないよう、おおむね８時間以上の睡眠を

取るように促す

・朝ごはんを食べるよう促し、脳を生き生きとさせ、やる気や集中力を高め、学校での

学習能力の向上につなげる

② 家庭学習習慣の定着

・発達段階に応じて家庭学習時間のめやす（学年×１０分）を決める

※中学第１学年生徒は、７年生とする

・毎日の宿題ができているかを確認する

③ スマートフォンやゲーム等、メディアについてのルール作り

・テレビ、ゲーム、携帯電話、スマートフォン、パソコン等の使用時間や使い方について

家庭内でよく話し合い、ルールを決める

・携帯電話やスマートフォンの使用状況について確認する
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